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図 4-5-1 低水温処理（7日間）を施された
　　クルマエビの産卵状況
　　　矢印 ：眼柄処理， 黒丸 ：水温， 棒グラフ ：産卵量

　　　（棒中の数字は産卵個体数）

図 4-5-2 低水温処理法による産卵コントロールの模擬採卵試験
　　水温 15℃での抑制期間が終了した後，採卵水槽（25℃）に収容した。

　　抑制期間が違っても採卵水槽収容 3-5 日目に 40個体（産卵個体率 76.9％）

　　が産卵し，912 万粒を採卵　　14日間の産卵抑制が可能であることを確認

４クルマエビ類の人為催熟
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４ クルマエビ類の人為催熟

図 4-5-3 低水温処理と眼柄処理による産卵コントロール技術の利用方法
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